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広報よしのがわ

川
島
高
校
野
球
部
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
初
出
場
!!

大会本番を想定した実戦練習

写真右から、藤畠主将、東谷投手、南捕手 １球１球感触を確かめながらスイング

北谷雄一監督

甲
子
園
出
場
お
め
で
と
う
！

　

３
月
21
日
か
ら
阪
神
甲
子
園
球

場
で
開
催
さ
れ
る
、
第
82
回
選
抜

高
等
学
校
野
球
大
会
に
「
21
世
紀

枠
」
と
し
て
、
川
島
高
校
野
球
部

の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

徳
島
県
勢
で
、
21
世
紀
枠
に
選

ば
れ
る
の
は
、
川
島
高
校
が
初
め

て
で
、
春
・
夏
通
じ
て
初
の
甲
子

園
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

甲
子
園
で
は
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
、
全
力
プ
レ
ー
で
川
高
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

北
谷
雄
一
監
督
の
コ
メ
ン
ト

　

選
ば
れ
て
出
場
す
る
大
会
な
の

で
、
気
負
わ
ず
自
分
た
ち
ら
し
い
、

普
段
練
習
し
て
い
る
プ
レ
ー
が
発

揮
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

選
手
の
コ
メ
ン
ト

①
藤
畠
慶
祐
主
将　

　

自
分
た
ち
の
野
球
を
す
る
こ
と

が
第
一
。
校
歌
を
１
回
歌
う
の
が

目
標
で
す
。

②
東
谷
祐
希
投
手　

　

自
分
た
ち
の
野
球
、
自
分
の
ピ

ッ
チ
ン
グ
を
し
、
１
回
戦
突
破
を

す
る
こ
と
が
目
標
。

③
南
優
希
捕
手　

　

自
分
の
力
を
精
一
杯
出
し
切
る

こ
と
と
、
チ
ー
ム
で
楽
し
ん
で
野

球
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
。

監督の指導に真剣に聞き入る選手

３チームに分かれてのタイヤ押しリレー。選手にも笑顔が。
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広報よしのがわ

特定環境保全公共下水道事業（川田処理区・川島処理区）
認可区域拡大のお知らせ

●問い合わせ　市下水道課　☎　  3399○42

吉野川市では、これまで下水道事業を計画に沿って進め、順次認可区域※１の拡大を行っています。
平成20年度末には、認可区域を川田処理区で95.00ヘクタールから119.00ヘクタールへ、川島
処理区で51.00ヘクタールから77.10ヘクタールに拡大しました。
　追加したのは、川田処理区においては川田小学校周辺および国道193号沿線西側、川島処理区
においては市立川島中学校西側および県立川島中学校・高等学校周辺です。（詳細については下水
道課までお問い合わせください）
　今後、区域拡大した地区では測量・調査・設計を行い、順次下水道工事を実施していきます。下
水道事業の趣旨をご理解いただきまして、ご協力をお願いします。

　公共工事として道路等に下水道管が埋設され、戸別に「公共ます」が設置されましたら、下水道
の供用開始が公示されます。ここからは、民間工事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風呂場
などからの排水を流せるように「公共ます」につなぎ込みができますので、遅滞なく（正当な理由
がない限り直ちに）接続してください。
　私たちが健康で文化的に生活するには、住居や職場での衛生的で利便性が高い快適な空間の確保
が求められます。下水道は、居住環境の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や用水路などの水
質を保全し、地域の自然環境や生態系を恒久的に保護するために欠かせない施設です。
　吉野川市でも、良質で豊かな水を大切な資源として利活用できる持続可能な循環型社会の形成が
急がれます。今後の下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。

～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～
●下水道への接続にご協力ください！●

※１： 認可区域･･･下水道を設置しようとするときは、あらかじめ整備する地区を定め、国土交通大臣または知事
から下水道法に基づく認可を受けなければなりません。この認可を受けた区域を「認可区域」といいます。
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広報よしのがわ

家
庭
生
活
に
お
け

る
活
動
と
他
の
活

動
の
両
立

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

す
。
外
国
人
の
皆
さ
ん
も
日
本
文

化
を
理
解
す
る
機
会
を
つ
く
る
な

ど
、
相
互
理
解
に
取
り
組
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

　

徳
島
県
の
外
国
人
登
録
者
数
は
、

平
成
16
年
末
現
在
で
５
９
１
１
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
千
人
当

た
り
の
外
国
人
登
録
者
数
を
み
る

と
、徳
島
県
は
7.3
人
（
全
国
30
位
）

で
、
１
３
７
人
に
１
人
が
外
国
人

登
録
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

在
留
資
格
別
に
は
、
県
内
縫
製

業
な
ど
が
受
け
入
れ
て
い
る
外
国

人
研
修
生
お
よ
び
技
能
実
習
生
の

増
加
か
ら
、「
研
修
」
１
３
０
２
人
、

「
特
定
活
動
」
１
４
５
４
人
の
割

合
が
極
め
て
高
く
、「
日
本
人
の

配
偶
者
等
」が
５
３
８
人
、「
留
学
」

３
８
７
人
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
せ

ず
、
そ
の
人
自
身
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い

　

外
国
人
と
い
う
だ
け
で
、
苦
手

意
識
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
言

葉
が
わ
か
ら
な
い
、
習
慣
が
違
う
、

だ
か
ら「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」と
敬

遠
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ

な
ど
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
外
国
人
に

生
活
す
る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と

不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
の

質
問
に
よ
る
と
、「
福
祉
・
医
療

制
度
が
わ
か
ら
な
い
」、「
日
本
語

が
で
き
な
い
」、「
災
害
時
の
対

応
」、「
地
域
で
の
付
き
合
い
」、「
住

ま
い
探
し
」、「
こ
ど
も
の
教
育
」

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
地
域
社
会
で
は
時
と
し
て
外

国
人
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
り
、
外

国
人
を
特
別
扱
い
し
た
り
、
受
け

入
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

解
決
に
向
け
て

　

外
国
人
の
人
権
問
題
の
解
決
に

向
け
て
何
よ
り
大
切
な
の
は
「
相

互
理
解
」
と
い
う
地
道
な
努
力
で

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

外
国
人
の
人
権

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

ア
オ
キ　
　
　
　

ミ
ズ
キ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
ア
オ
キ

は
、
日
本
原
産
で
北
海
道
南
部

か
ら
沖
縄
ま
で
の
森
林
に
自
生

し
ま
す
。
ま
た
、
日
陰
で
も
よ

く
育
ち
、
庭
園
や
公
園
の
植
え

込
み
に
植
栽
さ
れ
る
雌
雄
異
株

の
常
緑
低
木
で
す
。

　

秋
に
は
緑
色
で
だ
円
形
の
果

実
を
つ
け
、
冬
に
は
こ
れ
が
赤

く
熟
し
ま
す
。
枝
、
茎
、
葉
は

い
ず
れ
も
枯
れ
た
り
、
切
り
取

っ
た
り
す
る
と
黒
く
な
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

生
の
葉
を
金
網
に
乗
せ
て
弱

火
で
あ
ぶ
る
と
葉
は
柔
ら
か
く

な
り
、
こ
れ
を
や
け
ど
や
は
れ

も
の
、
凍
傷
な
ど
の
患
部
に
張

っ
て
使
う
と
、
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

　

男
女
が
と
も
に
、
家

庭
・
地
域
・
仕
事
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
か
か
わ

る
こ
と
が
で
き
る
社
会

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
の
活
動

は
、主
に
女
性
が
担
い
、

男
性
は
家
庭
に
お
け
る

自
立
度
は
低
く
、
仕
事

中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
こ
と

は
女
性
が
働
き
続
け
る

こ
と
の
難
し
さ
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
育
児
は
、
多
く

の
場
合
、
主
と
し
て
母

親
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
保
育
に
追
い
つ
め

ら
れ
た
母
親
の
悩
み
や
子
ど
も
へ

の
虐
待
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
父
親
の
参
画
は
当
然
で

す
が
、
さ
ら
に
地
域
と
一
体
と
な

っ
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
少
子
化
の
原

因
は
、
子
育
て
の
経
済

的
負
担
や
仕
事
と
子
育

て
と
の
両
立
の
難
し
さ

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
男
女
が
と
も
に
ゆ

と
り
を
持
っ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

が
、
少
子
化
の
傾
向
に

歯
止
め
を
か
け
る
大
き

な
カ
ギ
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

吉
野
川
市
と
し
て

も
、
男
女
に
か
か
わ
ら

ず
仕
事
を
続
け
た
い
と

望
む
人
が
仕
事
と
家
庭

と
の
両
立
が
で
き
る
よ

う
に
、
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た

子
育
て
支
援
の
体
制
を

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１



犬の登録・平成22年度
狂犬病予防注射日程表 　9：30～　9：50　山 　 田 　 分 　 館

10：00～10：20　山　田　西　分　館
10：30～11：00　神 後 分 館 駐 車 場
11：10～11：40　消防2分団詰所横城山

　1：00～　1：20　川 　 島 　 駅 　 前
　1：30～　1：50　朝日ヶ丘分館　前
　2：00～　2：30　上桜保養センター駐車場
　2：40～　2：55　川島公民館駐車場
　3：05～　3：20　川島小学校東側駐車場
　3：30～　3：50　山本商店前　久保田
　4：00～　4：15　こだま会館駐車場

10：00～10：20　高　越　神　社　前
10：30～10：45　東児島老人憩の家
10：50～11：10　猪井理髪店　西側
11：20～11：50　三 ツ 島 西 公 会 堂

　1：00～　1：20　学　西　分　館　前
　1：30～　1：50　ぶどうセンター駐車場
　2：00～　2：20　楠本力氏宅北　吉本
　2：30～　2：50　学島小学校駐車場
　3：00～　3：20　西　児　島　分　館
　3：30～　4：00　神 後 南 分 館　前

　6：00～　8：00　市 川 島 庁 舎　前

　9：00～　9：15　千　田　公　会　堂
　9：30～　9：45　笠井純一　氏宅付近
10：00～10：15　神 島 教 育 集 会 所
10：30～10：45　若 　 宮 　 神 　 社
11：00～11：15　丸広木材（有）　付近
11：30～11：45　多 田 商 店　前付近

　1：10～　1：25　大島鮮魚店　前付近
　1：40～　1：55　三　　　谷　　　寺
　2：10～　2：25　善　　　正　　　寺
　2：40～　2：55　林正道　氏宅前付近
　3：10～　3：25　高　白　集　会　所
　3：40～　3：55　上 浦 老 人 憩 の 家
　4：10～　4：30　呉 　 郷 　 公 　 園

　9：00～　9：25　松家健二郎氏宅前付近
　9：40～　9：55　西岡久　氏宅付近
10：10～10：25　大西隅子氏宅前付近
10：40～10：55　笠井幸子氏宅前付近
11：10～11：45　持　　　福　　　寺

　1：00～　1：15　敷　地　公　会　堂
　1：30～　1：55　西　麻　植　会　館
　2：10～　2：25　四宮米穀店　前付近
　2：40～　2：55　多 津 美 公 会 堂
　3：20～　3：40　江 川 ・ 鴨 島 公 園
　3：50～　4：10　野田自動車　前付近

　9：00～　9：25　春　日　免　神　社
　9：40～　9：55　桑田工務店　前付近
10：10～10：25　内 原 老 人 憩 の 家
10：40～10：55　友成壯輔　氏宅付近
11：10～11：25　八 　 幡 　 神 　 社
11：40～11：55　先 須 賀 公 会 堂

　1：10～　1：25　牛島集会所（麻植塚駅北）
　1：40～　1：50　鎮 　 守 　 神 　 社
　2：05～　2：20　若 宮 八 幡 神 社
　2：35～　3：05　西麻植駅前西 消防詰所前
　3：20～　3：40　飯尾敷地地区公民館

　9：00～　9：20　牛 　 島 　 駅 　 前
　9：35～　9：55　牛 島 地 区 公 民 館
10：10～10：35　旧麻植郡農協森山支所
10：50～11：15　飯 尾 敷 地 小 学 校
11：30～11：55　飯尾敷地コミュニティセンター

　1：10～　1：35　西麻植地区公民館
　1：50～　2：15　知 恵 島 小 学 校
　2：30～　2：55　文化研修センター
　3：10～　3：35　松島呉服店北側付近

　5：30～　8：00　市 　 役 　 所 　 前

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、犬
の
飼
い
主
は
、「
飼
い
犬
を
登
録
す

る
こ
と（
生
涯
１
回
）」、「
年
1
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
」が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
次
の
日
程
表
の
と
お
り
、
犬
の
新
規
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
犬
の
死
亡
、所
在
地
の
変
更
、飼
い
主
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、そ
の
都
度
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
　
　

○
登
録
手
数
料
（
生
涯
1
回
）　

3
0
0
0
円

　
　
　

○
注
射
手
数
料　
　
　
　
　
　
　

3
0
0
0
円

4
月
6
日
（
火
）

4
月
7
日
（
水
）

4
月
12
日
（
月
）

4
月
13
日
（
火
）

4
月
14
日
（
水
）

4
月
19
日
（
月
）

4
月
20
日
（
火
）

4
月
21
日
（
水
）

4
月
22
日
（
木
）

4
月
8
日
（
木
）

4
月
9
日
（
金
）

　9：35～　9：45　蘓鐵本サツキ氏宅前
　9：55～10：10　穴山　榮勇　氏宅前
10：15～10：25　後藤　孝洋　氏宅前
10：40～11：05　伊井　好春　氏宅裏
11：15～11：25　八　幡　神　社　前
11：30～11：50　中枝老人憩の家　前

　1：15～　1：25　西村　弘　　氏宅裏
　1：30～　1：40　横石　文夫　氏宅前
　1：50～　2：05　明石　孝　　氏宅下
　2：15～　2：30　和泉　公克　氏宅裏
　2：45～　2：55　和泉　保昌　氏宅下
　3：15～　3：25　竹前　晴夫　氏宅裏
　3：35～　3：45　東出　寛子　氏宅裏
　3：55～　4：05　武岡　正昭　氏宅前
　4：10～　4：20　市 美 郷 庁 舎　前

　9：30～　9：40　猪本　光一　氏宅前
　9：50～10：00　丸尾ウリコ　氏宅裏
10：15～10：25　古谷　幸　　氏宅横
10：35～10：45　藤川　昌信　氏宅下
10：55～11：10　東 山 小 学 校　前
11：15～11：25　北地儀一郎　氏宅前
11：30～11：40　芝髙　正明　氏宅前
11：45～11：55　平 山 土 建（株）　横

　1：20～　1：30　新開　義明　氏宅前
　1：40～　1：50　久保　忠敏　氏宅裏
　2：00～　2：10　藤岡　茂利　氏宅裏
　2：25～　2：40　明石　恭一　氏宅前
　2：50～　3：00　早雲　明晴　氏宅前
　3：10～　3：25　麻植郡農協美郷作業所前
　3：35～　3：45　市 美 郷 庁 舎　前

　9：30～　9：40　ほたる川第 2団地A棟前
　9：50～10：10　石 川 オ ー ト　横
10：20～10：30　忌部農業構造改善センター前
10：40～11：00　元　木　会　館　前
11：10～11：30　山 　 瀬 　 駅 　 前

　1：00～　1：15　麻植郡農協山川支所前
　1：25～　1：40　八　坂　会　館　前
　1：50～　2：10　青 木 大 師 堂　前
　2：20～　2：40　瀬詰八幡神社　内
　2：50～　3：20　北村農業構造改善センター駐車場
　3：30～　3：50　三 島 地 蔵 堂　前

　9：30～10：00　奥川田消防詰所　前
10：20～10：30　山口　嘉雄　氏宅前
10：50～11：05　こ う つ の 里　跡
11：15～11：30　旗 見 集 会 所　前

　1：00～　1：20　川東南ゴミ集積所前
　1：30～　1：40　川東農業構造改善センター前
　1：50～　2：00　川 田 小 学 校　前
　2：10～　2：30　麦 原 大 師 堂　前
　2：40～　2：50　宮 地 集 会 所　前
　3：00～　3：20　日　吉　神　社　内
　3：30～　3：50　湯　立　会　館　前

　9：30～　9：40　中 御 前 神 社　内
　9：50～10：20　旧麻植郡農協川田支所前
10：30～10：40　徳島鶏卵株式会社前
10：50～11：00　村　雲　神　社　前
11：10～11：30　野　郷　神　社　内

　1：00～　1：20　川田西小学校　前
　1：30～　1：50　川 　 田 　 駅 　 前
　2：00～　2：20　舟戸西中央集会所前
　2：30～　2：45　大坪千恵子　氏宅前
　2：55～　3：10　西 　 福 　 寺 　 前
　3：20～　3：50　市 山 川 庁 舎　前

午　
　

前

午　
　

後
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前
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後

午　

前
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後

午　

前

午　
　

後

午　
　

後

午　
　

前

午　

前

午　
　

後

午　

前

午　
　

後
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前

午　
　

後

午　
　

前

午　
　

後
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前
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後
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前

午　
　

後

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

ぽ   ち

美 郷 地 区 m i s a t o

川 島 地 区 k a w a s h i m a

鴨 島 地 区 k a m o j i m a

山 川 地 区 y a m a k a w a

犬の登録・平成22年度
狂犬病予防注射日程表
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各
地
区
で
地
域
審
議
会
を
開
催

　

地
域
の
声
を
施
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
旧
町
村
ご
と
に
設
置
し

て
い
る
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
委
員
の
一

部
に
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
方
を
後
任
と
し
て
市
長
が
任

命
し
ま
し
た
。

重
本
清
さ
ん
・
川
真
田
泰
さ
ん（
鴨

島
地
区
）
後
藤
田
武
夫
さ
ん
（
川

島
地
区
）
川
村
勝
一
さ
ん
・
近
藤

清
さ
ん
（
美
郷
地
区
）

《
協
議
事
項
の
説
明
》

■
保
育
所
の
再
編
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
９
月
に
子
育
て
支
援

検
討
市
民
会
議
か
ら
、
保
育
所
・

幼
稚
園
の
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
な

ど
に
つ
い
て
報
告
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
施
設
の
老
朽
化

を
指
摘
し
な
が
ら
も
「
今
後
の
乳

幼
児
数
の
推
移
や
特
別
保
育
ニ
ー

ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
統
合
も
視

野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
」「
保

育
所
と
幼
稚
園
が
連
携
し
て
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
に
お
け

る
子
育
て
を
支
え
て
い
く
と
い
う

新
た
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
結
果
を
踏
ま
え
て
設

置
さ
れ
た
保
育
所
運
営
検
討
委
員

会
か
ら
は
「
保
育
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
適
正
な
配
置
を

踏
ま
え
た
施
設
の
整
備
と
統
廃
合

を
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」「
統
廃
合
に
あ
た
っ
て
の
候

補
地
と
し
て
は
、
各
地
域
の
中
央

部
付
近
が
望
ま
し
く
、
そ
の
場
合
、

耐
震
性
を
有
す
る
公
共
施
設
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
」
と
い
う
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

■
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

支
援
検
討
市
民
会
議
の
報
告
結
果

を
踏
ま
え
て
設
置
さ
れ
た
幼
稚
園

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受

け
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
小
規
模
な
幼
稚

園
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
「
公
平

か
つ
一
定
水
準
以
上
の
幼
児
教
育

を
実
現
し
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
年
少
、
年
長
そ
れ
ぞ
れ
複
数

学
級
の
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」
と
し
、
再
編
に
つ
い

て
は
「
配
置
は
川
島
地
区
、
山
川

地
区
は
地
域
の
中
心
を
基
本
と
す

る
」「
鴨
島
地
区
は
お
お
む
ね
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
が
、
他

の
地
区
と
同
様
少
子
化
傾
向
に
変

わ
り
は
な
い
た
め
、
川
島
地
区
、

山
川
地
区
に
引
き
続
き
再
編
す
べ

き
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

■
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の
耐
震

化
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
は
、
園

児
や
児
童
生
徒
が
一
日
の
大
半
を

過
ご
し
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民

の
避
難
場
所
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
全

性
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
年
次
計
画
で

耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て

　

平
成
19
年
１
月
の
市
議
会
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
「
市

の
中
心
部
で
１
カ
所
の
建
設
と
す

る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
川
島
町

で
候
補
地
を
選
定
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
麻
植
郡
川
島
支
所
用
地
を

候
補
地
と
考
え
て
お
り
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
新
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

給
食
開
始
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
に

つ
い
て

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
商
品
は
、

安
心
・
安
全
だ
と
い
う
購
買
者
の

信
頼
を
高
め
る
こ
と
と
、
製
造
者

が
自
信
と
責
任
を
持
っ
て
生
産
す

る
よ
う
生
産
者
自
身
の
意
識
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
21
年
か
ら
発
足
し
た
新
し
い
制

度
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
43
品
目
が
特
産
品

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
証
さ
れ
、
今

後
、
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
販
路
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

■
庁
舎
統
合
に
つ
い
て

　

行
政
機
能
の
分
散
に
よ
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
低
下

や
行
政
運
営
の
非
効
率
と
い
っ
た

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
期
的
な
視
点
で
吉
野
川
市
の

将
来
を
展
望
し
た
と
き
、
今
後
と

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
応

え
て
い
く
た
め
に
は
、
庁
舎
統
合

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

統
合
す
れ
ば
１
カ
所
で
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
支
所
機

能
の
充
実
強
化
を
図
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

本
庁
お
よ
び
支
所
は
、
相
互
に
連

携
・
協
力
し
迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
の
庁
舎
統
合
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
保
育
所
と
幼

稚
園
の
再
編
に
川
島
・
山
川
庁
舎

を
活
用
し
ま
す
。

吉野川市特産品ブランド
認証マーク
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問
い
合
わ
せ

第
５
回
行
財
政
改
革
懇
話
会
開
催

行財政改革懇話会では、たくさんの意見が出されました

　

１
月
25
日
、
市
役
所
で
、
第
５

回
行
財
政
改
革
懇
話
会
が
開
催
さ

れ
、
市
か
ら
第
２
次
行
財
政
改
革

大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
（
平
成
22

〜
26
年
度
）
の
原
案
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
第
２
次
実
施
計
画
の
財

政
効
果
額
が
約
13
億
５
０
０
０
万

円
の
見
込
み
で
あ
る
こ
と
や
、
第

１
次
（
平
成
17
〜
21
年
度
）
の
財

政
効
果
額
は
約
15
億
３
０
０
０
万

円
の
見
込
み
に
対
し
、
平
成
20
年

度
ま
で
で
約
20
億
円
に
な
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

●
定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

● 

財
政
効
果
見
込
み
に
よ
る
財
政

健
全
化
に
つ
い
て

● 

普
通
建
設
事
業
費
の
重
点
化
に

つ
い
て

● 

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
に
よ
る
水

道
料
金
に
つ
い
て

● 

職
員
提
案
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
● 

保
育
所
・
幼
稚
園
の
再
編
に
つ

い
て

●
機
能
別
消
防
団
に
つ
い
て

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続
き
を
経
て
、
３
月
中
に

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
お
よ
び

実
施
計
画
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

《
協
議
内
容
》

　

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
鴨
島
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
　
（
１
月
28
日
・
市
役
所
）

●
幼
稚
園
へ
の
給
食
に
つ
い
て

● 

ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
の
活
用
や

市
民
へ
の
啓
発
に
つ
い
て

● 

庁
舎
統
合
後
の
川
島
・
山
川
庁

舎
で
の
会
議
開
催
に
つ
い
て

● 

庁
舎
統
合
後
の
来
庁
者
用
駐
車

場
の
確
保
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
市
か
ら
は
、

▼
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力

上
は
幼
稚
園
へ
の
給
食
可
能
▼
ブ

ラ
ン
ド
認
証
商
品
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
な
ど
設
置
箇
所
を
検
討
中
▼
庁

舎
統
合
後
の
各
地
域
で
の
会
議
は

公
民
館
等
ほ
か
の
公
共
施
設
で
の

開
催
を
考
え
て
い
る
▼
市
役
所
駐

車
場
は
十
分
確
保
で
き
る
見
込
み
、

な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。

【
山
川
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
（
１
月
29
日
・
山
川
庁
舎
）

● 

既
存
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
再

編
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

● 

保
育
所
再
編
後
の
送
迎
に
つ
い

て
● 

山
川
庁
舎
等
の
保
育
所
や
幼
稚

園
に
加
え
た
他
の
活
用
方
法
に

つ
い
て

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
市
か
ら
は
、

▼
再
編
後
の
空
き
保
育
所
等
は
地

域
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
す
る
▼
送
迎
は
基
本
的
に
保
護

者
の
対
応
と
考
え
る
が
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
要
望
も
あ
り
検
討
し
た

い
▼
山
川
庁
舎
等
は
警
備
上
の
問

題
も
あ
り
、
子
育
て
支
援
と
支
所

機
能
の
み
を
想
定
、
な
ど
と
説
明

し
ま
し
た
。

【
川
島
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
（
２
月
２
日
・
川
島
庁
舎
）

● 

保
育
所
、
幼
稚
園
、
支
所
の
配

置
関
係
に
つ
い
て

● 

保
育
所
、
幼
稚
園
の
地
元
配
置

に
つ
い
て

● 

支
所
機
能
が
確
保
で
き
る
よ
う

な
職
員
配
置
に
つ
い
て

● 

市
役
所
周
辺
の
国
道
渋
滞
に
つ

い
て

● 

巡
回
バ
ス
運
行
継
続
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
市
か
ら
は
、

▼
保
育
所
と
幼
稚
園
は
異
な
る
階

に
配
置
。
支
所
は
１
階
▼
支
所
機

能
充
実
の
た
め
体
制
強
化
を
考
え

て
い
る
▼
市
役
所
東
の
都
市
計
画

道
路
が
開
通
す
れ
ば
車
の
流
れ
も

変
わ
る
と
期
待
▼
巡
回
バ
ス
は
庁

舎
統
合
後
も
運
行
し
た
い
、
な
ど

と
説
明
し
ま
し
た
。

【
美
郷
地
区
地
域
審
議
会
】

（
２
月
３
日・ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

● 

美
郷
地
区
の
幼
稚
園
や
小
学
校

の
耐
震
化
に
つ
い
て

● 

種
野
幼
稚
園
を
含
め
た
幼
保
の

再
編
に
つ
い
て

● 
庁
舎
増
築
棟
の
適
正
規
模
に
つ

い
て

● 

木
造
構
造
に
し
て
地
元
産
の
材

木
の
使
用
に
つ
い
て

● 

災
害
時
の
支
所
へ
の
職
員
配
置

に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
市
か
ら
は
、

▼
種
野
幼
・
小
は
平
成
22
年
度
に

耐
震
改
修
予
定
▼
種
野
幼
稚
園
は

将
来
的
に
統
合
も
考
え
て
い
る
▼

合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
標
準

面
積
で
計
画
し
て
い
る
。
詳
細
は

設
計
段
階
で
検
討
し
た
い
▼
木
造

構
造
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
▼
平
常
時
と
災
害
発
生

時
の
配
置
は
異
な
る
。
防
災
体
制

地域審議会の様子

を
見
直
し
強
化
し
た
、
な
ど
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、

今
後
の
市
政
の
参
考
と
し
ま
す
。
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尾関ヒサ子さん

堀北恒子さん

実技指導を受ける参加者

飯泉県知事に質問をするパネリストら

　

１
月
10
日
に
鴨
島
町
牛
島
の
尾

関
ヒ
サ
子
さ
ん
、
１
月
12
日
に
鴨

島
町
知
恵
島
の
堀
北
恒
子
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
市
や
県
か
ら
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

尾
関
さ
ん
は
小
松
島
市
の
老
人

保
健
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

お
笑
い
と
歌
謡
曲
の
テ
レ
ビ
番
組

を
見
る
の
が
大
好
き
で
す
。
お
孫

さ
ん
が
生
き
が
い
で
、
よ
く
子
守

り
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
長
寿

の
秘ひ

訣け
つ

は
、
く
よ
く
よ
し
な
い
こ

と
と
粗
食
だ
そ
う
で
す
。

　

堀
北
さ
ん
は
長
女
と
孫
と
自
宅

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
屋
台
古
堂
組

若
連
の
備
品
を
購
入

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
食
事
は
芋

や
果
物
を
中
心
に
三
食
し
っ
か
り

食
べ
、
身
体
を
動
か
す
の
が
好
き

な
の
で
、
よ
く
庭
の
草
取
り
や
縫

い
物
を
し
て
い
ま
す
。
長
寿
の
秘

訣
は
気
力
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と

だ
そ
う
で
す
。

　

二
人
と
も
体
調
は
良
好
で
、
県

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
お
子
さ
ん
た

ち
に
囲
ま
れ
て
長
寿
の
祝
福
を
う

け
『
あ
り
が
と
う
。』
と
笑
顔
で

応
え
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
29
人
（
女
性
28
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
介
護
事
業
所
３

カ
所
で
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
施
設
の
職
員
が
体

に
負
担
を
か
け
な
い
介
護
の
方
法

や
便
利
な
介
護
用
品
の
紹
介
、
体

家
族
介
護
教
室
開
催

知
事
と
一
緒
に
「
と
く

し
ま
円
卓
会
議
」

操
な
ど
、
介
護
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
実
演
し
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
介
護
に
関
し

て
抱
え
る
悩
み
に
つ
い
て
質
問
が

で
た
り
、
参
加
者
同
士
が
情
報
交

換
を
行
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
で
、
市
民
と
知
事
が
県
政
に
つ

い
て
考
え
る
「
と
く
し
ま
円
卓
会

議
」
が
あ
り
、「
元
気
い
っ
ぱ
い

み
さ
と
っ
く
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

川
真
田
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

飯
泉
県
知
事
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　

平
成
21
年
度
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
助
成
事

業
で
、
屋
台

古
堂
組
若
連

の
備
品
と
し

て
太
鼓
、
鉦か
ね

、

衣
装
等
を
購

入
し
ま
し
た
。

ー
（
進
行
役
）
と
し
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
行
わ
れ

た
こ
の
意
見
交
換
会
に
は
、
川
真

田
市
長
を
は
じ
め
、
美
郷
地
区
で

特
色
の
あ
る
活
動
を
し
て
い
る
、

東
野
宏
一
さ
ん
、
川
村
里
子
さ
ん
、

楮
山
信
子
さ
ん
、
高
木
義
夫
さ
ん

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
休
校
に
な
っ
た
学
校
を
利
用
し

て
高
齢
者
が
集
え
る
場
所
を
つ
く

り
、
人
と
の
交
流
、
美
郷
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
施
設
に
で
き
な

い
か
」「
梅
酒
で
人
を
呼
び
寄
せ
、

交
流
人
口
を
増
や
し
た
い
」「
農

家
民
宿
の
仲
間
を
増
や
し
、
第
２

の
上
勝
の
よ
う
に
元
気
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
意
欲
を
語
り
ま

し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
る
予
定

で
す
。

古
堂
組
大
太
鼓

古
堂
組
宮
太
鼓

古堂組法被

　

今
後
、
川
田
八
幡
神
社
祭

の
際
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
披

露
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

古堂組衣装
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☎

４月から 戸別所得補償モデル対策がスタートします

中国四国農政局徳島農政事務所
●農政推進課 ☎088（622）6132　●計画課 ☎088（622）6133

問い合わせ

　水田で麦・大豆・米粉用米・飼料用米などを
生産する販売農家・集落営農の皆さんに、主食
用米と同等の所得を確保できる水準の支援を行
います。これまで需給調整に参加してこなかっ
た生産者が参加しやすくなるよう、米の生産数
量目標の達成に関わらず助成対象とします。

１．自給率向上事業
　  (水田利活用自給力向上事業)

　自給率向上に向けた環境整備を図るため
に、米の生産数量目標に従って生産する販売
農家・集落営農の皆さんに対して、主食用米
の作付面積10アール当たり１万5000円を
定額交付します。米の価格が下落した場合に
は追加の補てんも行います。

２．米のモデル事業
　　（米戸別所得補償モデル事業）

自給
率向
上

＊　スポーツ安全保険　加入の案内　＊
　スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動を行う５人以上のグループを
対象とし、団体活動中やその往復中の傷害事故および賠償責任を負う事故を補償するものです。
　急性心不全、脳内出血などの突然死の場合には、共済見舞金が支払われます。 
　加入用紙・保険資料は、生涯学習課（山川庁舎１階）、支所地域課（鴨島・川島・美郷）、体育館（牛島・
鴨島・川島・山川）、鴨島公民館、ふるさとセンター、徳島銀行各支店などに備え付けています。 
　●問い合わせ　市生涯学習課　☎４２－４１１７

　〈対象となる事故〉★団体活動中の事故　★往復中の事故
　〈保　険　期　間〉平成22年4月1日午前０時より平成23年3月31日正午まで（申込受付は平成22年3月から）

加入対象者 補償対象となる団体活動 加入
区分

年間掛金
（一人当たり）

傷 害 保 険 金 額 賠償責任保険
支払限度額

（免責金額なし）

共　済
見舞金死　亡 後遺障害

（最 高）
入　院
（日 額）

通　院
（日 額）

子ども
《中学生以下
（特別支援学校
高等部の生徒
を含む。）》

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 Ａ１ 600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体・財物賠償
合算　1事故 5億円
ただし、身体賠償は1人 
1億円

突然死
（急性心不全、
脳内出血など）
180万円上記団体活動に加え、個人活

動も対象
上段： 団体活動中およびその往復

中の補償額
下段： 上記以外（個人活動など）の

補償額

ＡＷ 1,150円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 身体・財物賠償
合算　１事故 5億500万円
ただし、身体賠償は 1人 
１億500万円

日射・熱射病および細菌性・ウイルス性食中
毒の場合、保険金額はＡ１区分と同様

100万円 150万円 1,000円 500円
身体・財物賠償
合算　1事故 500万円

対象と
なりません日射・熱射病および細菌性・ウイルス性食中

毒は対象となりません。

大　

人

高校
生
以上
65歳以上の
方も加入で
きます。

文化・ボランティア・地域活動
団体員の送迎、応援、準備、片付け Ａ２ 600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体・財物賠償
合算　１事故 ５億円
ただし、身体賠償は1人 
1億円

突然死
（急性心不全、
脳内出血など）
180万円

スポーツ活動
スポーツ活動の指導 Ｃ 1,600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

子どものスポーツ活動の指導
※Ｃ区分でも加入可 ＡＣ 1,100円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円

65歳
以上

スポーツ活動
※Ｃ区分でも加入可
※スポーツ活動を行わない方はA2区分

Ｂ 800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円
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対
象
者

○
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障

害
の
あ
る
方

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
、
保
護
者
の
就

労
形
態
の
多
様
化
ま
た
は
保
護
者
の
疾

病
等
に
よ
る
一
時
的
な
保
育
と
し
て
、

鴨
島
中
央
保
育
所
で
事
業
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平
成
22
年
４
月

か
ら
新
た
に
３
カ
所
で
事
業
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
施
設　

鴨
島
中
央
保
育
所
・
鴨
島

呉
郷
保
育
所
・
川
島
東
保
育
所
・
山
川

東
保
育
所

形
態
内
容

①
保
護
者
の
就
労
形
態
に
よ
る
場
合
、

１
週
間
に
つ
き
３
日
以
内

②
保
護
者
の
傷
病
、
入
院
等
に
よ
る
緊

急
的
な
場
合
、
１
カ
月
に
つ
き
７
日
以

内③
保
護
者
の
育
児
疲
れ
、
私
的
な
理
由

で
必
要
と
認
め
た
場
合
、
１
回
に
つ
き

２
日
以
内

対
象
児
童　

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い

就
学
前
児
童
（
受
入
年
齢
は
、
各
保
育

所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ

転
用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し
て
は
、

農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が
分
家
す
る
た

め
の
住
宅
（
宅
地
）、
資
材
置
場
、
駐

車
場
、
農
業
用
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
林
業
振

興
課
（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け
て

一
時
預
か
り
保
育
事
業
の
拡
大

下
水
処
理
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
促
進
と
適
正

利
用
を
図
る
た
め
、
供
用
開
始
区
域
内

の
世
帯
ご
と
に
下
水
道
処
理
の
現
況
を

把
握
し
、
効
果
的
に
事
業
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
調
査
員
（
２
人
１
組
）
が
訪
問

し
た
お
り
に
は
聞
き
取
り
調
査
や
、
市

が
管
理
す
る
敷
地
内
の
「
公
共
汚
水
ま

す
」
の
点
検
な
ど
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
調
査
員
証
と
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

市
下
水
道
課　

総
務
係
☎
42
３
３
９
９

平
成
22
年
４
月
か
ら
肝
臓
機
能

障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳

が
交
付
さ
れ
ま
す

○
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を

実
施
し
て
い
る
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

○
診
断
書
（
肝
臓
機
能
障
害
に
関
す
る

指
定
医
が
作
成
し
た
も
の
に
限
る
）

○
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

○
印
鑑

受
付
場
所　

福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係

（
川
島
庁
舎
１
階
）、
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）

認
定
基
準　

①
主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重
症
度

分
類
で
あ
る
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
│
Ｐ
ｕ
ｇ
ｈ

分
類
に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。

②
３
カ
月
以
上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す

る
方
が
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
診
断
前
の
６
カ
月
間
に
ア

ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
る
方
等
は
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
│
Ｐ
ｕ
ｇ
ｈ
分
類
と
は
、

肝
性
脳
症
、
腹
水
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン

値
、
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
、
血
清
総

ビ
リ
ル
ビ
ン
値
に
よ
っ
て
肝
臓
機
能
障

害
の
重
症
度
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

　
　

☎
㉕
６
６
１
３

問
い
合
わ
せ

保
育
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
）

保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で

利
用
料
金　

３
０
０
円
／
１
時
間

利
用
方
法　

利
用
申
請
書
を
各
保
育
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市
子
育
て
支
援
課　
　
☎
㉕
６
６
１
４

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

の
受
け
付
け

い
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
19
日
㈮
〜
４
月
16
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

市
農
林
業
振
興
課　
　
☎
㉒
２
２
２
８
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ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

平
成
22
年
３
月
31
日
が
有
効
期

限
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
説

明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置

　

町
村
合
併
時
に
交
付
し
ま
し
た
介
護

保
険
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が
平

成
22
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
10
月
の
介
護
保
険
法
改
正

に
よ
り
、
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
現
在
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
を
そ
の
ま
ま
保
管
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
要
支
援
・
要
介
護
の

認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど
は
新
し

い
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
記
載
さ
れ
て
い
る
認
定
の
有
効
期

間
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

☎
㉕
６
６
２
６

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
厚
生
労
働
省
が

監
修
し
た
も
の
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
や
利
用
の
仕
方
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
方
は
、
福
祉
総
務
課
（
川
島

戸
籍
の
届
け
出
を
さ
れ
る
方
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

　

平
成
22
年
は
国
勢
調
査
実
施
の
年
で

す
。
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
出
生
・
死

亡
・
死
産
が
あ
っ
て
届
け
出
ら
れ
る
方

と
、
こ
の
期
間
に
婚
姻
・
離
婚
の
届
け

出
を
さ
れ
る
方
は
、届
書
に
「
職
業
（
死

亡
は
併
せ
て
産
業
。）」
の
記
入
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
新
し
い
保
険
証
は
、
昨

年
と
同
様
に
簡
易
書
留
郵
便
で
３
月
下

旬
に
発
送
し
、
４
月
１
日
ま
で
に
加
入

し
て
い
る
家
族
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主

名
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
内
容
（
住
所
・
氏
名
等
）

の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
１
日
ま
で
に
保
険
証
が

届
か
な
い
場
合
に
は
、国
保
年
金
課（
市

役
所
１
階
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
の
大
き
さ
は
、
名
刺
サ
イ
ズ

で
、
一
般
と
退
職
は
色
が
別
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
証
は
７
月

末
に
送
付
予
定
で
す
。

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
所
有
す

る
土
地
・
家
屋
が
適
正
に
評
価
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
平
成
22

年
度
価
格
（
評
価
額
）
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  

縦
覧
の
際
に
は
、
印
鑑
と
申
請
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
免
許
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
５
月
31
日

㈪
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

縦
覧
で
き
る
人

○
納
税
義
務
者
お
よ
び
同
居
の
親
族

○
委
任
を
受
け
た
人
（
納
税
義
務
者
の

委
任
状
が
必
要
）

○
納
税
管
理
人

市
税
務
課　

資
産
税
係

☎
㉒
２
２
１
５

庁
舎
１
階
）、
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）
の
窓
口
に
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
支
援
事
業
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

障
害
者
の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
、
無
料
で
応
じ

て
く
れ
る
相
談
支
援
事
業
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

指
定
相
談
支
援
事
業
所

○
中
央
広
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー　

は
く
ち
ょ
う　
　
☎
36
７
０
７
０

○
知
的
障
害
者
更
生
施
設　

野
菊
の
里

　

☎
㉔
６
１
６
８

○
こ
と
じ
指
定
相
談
支
援
事
業
所

☎
０
８
８
（
６
９
４
）
６
６
０
６

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３

市
国
保
年
金
課　

国
民
健
康
保
険
係　

　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
３

　

届
け
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓

口
に
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
け
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い

（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」
を
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
の
上
、
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

窓
口
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

市
市
民
生
活
課　
　
　
☎
㉒
２
２
１
０

問
い
合
わ
せ
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３
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月

問
い
合
わ
せ

　

３
月
は
、
介
護
保
険
料
第
５
期
（
普

通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
㈬

市
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係　
　
　

　
　
☎
㉕
６
６
２
６

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う

第
１
回
吉
野
川
市
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
催

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か

空
海
を
た
ど
る
い
や
し
の
道

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
っ

て
、
大
空
に
泳
が
せ
よ
う
〜

　

参
加
希
望
の
方
は
、
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
の
み
の
受

け
付
け
と
な
り
ま
す
）

と
き　

４
月
11
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

と
こ
ろ　

鴨
島
体
育
館

対
象
者　

吉
野
川
市
内
の
小
学
生
全
学

年
（
対
象
者
を
拡
大
し
ま
し
た
）

定
員　

30
人

参
加
料　

無
料

準
備
物　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
24
日
㈬
か
ら
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。（
先
着
順
）

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
せ
ん
か
？

と
き　

３
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト
広
場

年
間
開
催
予
定
日（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

４
月
25
日
、
５
月
30
日
、
６
月
27
日
、

７
月
25
日
、
８
月
29
日
、
９
月
26
日
、

10
月
31
日
、
11
月
28
日
、
12
月
26
日

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
環
境
企
画
課　
　
　
☎
㉒
２
２
３
０

第
16
回
「
最
後
ま
で
残
っ
た
空
海
の

道
」
ウ
ォ
ー
ク　

山
道
コ
ー
ス

と
き　

５
月
16
日
㈰
午
前
８
時
藤
井

寺
集
合
、
午
前
８
時
30
分
出
発

コ
ー
ス　

吉
野
川
市
第
11
番
札
所
藤

井
寺
〜
神
山
町
第
12
番
札
所
焼
山
寺

経
由
鍋
岩
ま
で （
15
・
６
キ
ロ
）

第
11
回
「
四
国
三
郎
を
ま
た
ぐ
空
海

の
道
」
ウ
ォ
ー
ク　

平
地
コ
ー
ス

と
き　

５
月
16
日
㈰
午
前
８
時
30
分

切
幡
寺
集
合
、
午
前
９
時
出
発

コ
ー
ス　

阿
波
市
第
10
番
札
所
切
幡

寺
〜
吉
野
川
市
第
11
番
札
所
藤
井
寺

経
由
ひ
ま
わ
り
農
産
市
ま
で
（
14
・

２
キ
ロ
）

参
加
資
格　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
年
齢・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

先
着
申
込
順
（
両
コ
ー
ス

合
わ
せ
１
０
０
０
人
ま
で
）

参
加
料　

両
コ
ー
ス
共
１
５
０
０
円

持
参
品　

軽
装
、
履
き
慣
れ
た
運
動
靴
、

弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
雨
具
、
タ
オ

ル
、
つ
え
な
ど
。

※
ご
み
は
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所　

商
工
観
光
課
（
市
役
所
２

階
）ま
た
は
支
所
地
域
課（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）、
阿
波
市
商
工
観
光
課
ま
た
は

市
場
・
土
成
・
吉
野
の
各
支
所
、
神
山

町
役
場

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
参
加
料
の
払
い
込
み
は
受
付
場
所
で

の
現
金
払
い
、
ま
た
は
郵
便
振
替
か
現

金
書
留
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
郵
便
振
替
で
振
り
込
ま
れ
る
方
は
、

領
収
書
を
申
込
書
に
は
り
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
後
不
参
加
の
場
合
は
、
参

加
料
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
商
工
観
光
課
「
最
後
ま
で
残

っ
た
空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

事
務
局
」　　
　
　
　

  

☎
㉒
２
２
２
６



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

連
絡
先

お
花
見
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

キ
ラ
ム
・
ア
ブ
ラ
（
ウ

イ
グ
ル
の
熱
風
＝
中
央
ア
ジ
ア
の

音
楽
）、
い
と
う
優ゆ

歌う
た

（
フ
ォ
ー

ク
弾
き
語
り
）

と
き　

３
月
28
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

13 2010年（平成22年）3月10日

広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

法
テ
ラ
ス
徳
島

無
料
法
律
相
談
会

自
動
車
保
険
請
求
相
談

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

３
月
15
日
㈪
、
４
月
５
日

㈪
・
19
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

３
月
10
日
㈬
、
４
月
14
日

㈬午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

　

法
テ
ラ
ス
徳
島
で
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
無
料
法

律
相
談
に
は
所
得
な
ど
の
資
力
基

準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
詳
細
お
よ
び
事

前
予
約
は
法
テ
ラ
ス
徳
島
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
15
日
㈭
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

徳
島
弁
護
士
会
館
５
階

（
徳
島
市
新
蔵
町
１
丁
目
31
番
地
）

法
テ
ラ
ス
徳
島　

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
７
５

江
川
湧
水
源
周
辺
、吉
野
川
堤
防

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

４
月
１
日
㈭
午
前
６

時
30
分
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

第
１
２
３
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

利
用
者
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

江
川
・
森
藤
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
農
園
で
は
、
次
の
と
お
り
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希

望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

募
集
区
画
数　

江
川
…
５
区
画

（
１
区
画
20
㎡
・
約
６
坪
）
／

森
藤
…
６
区
画
（
１
区
画
25
㎡
・

約
７
坪
）

所
在
地　

江
川
…
吉
野
川
市
鴨
島

町
西
麻
植
字
江
川
１
８
１
番
地
３

森
藤
…
吉
野
川
市
鴨
島
町
森
藤
字

桑
田
７
８
７
番
地
１

利
用
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
平
成

23
年
３
月
31
日
㈭

利
用
料
金　

３
０
０
０
円

【
募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数
】

近
久
南
団
地
（
川
島
）
１
戸
／
ほ

た
る
川
第
２
団
地
（
山
川
）
１
戸

／
西
山
団
地
（
山
川
）
１
戸
／
古

土
地
団
地
（
美
郷
）
１
戸

【
家
賃
】

収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

３
月
10
日
㈬
〜
31
日
㈬

【
申
し
込
み
で
き
る
方
】

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る

方②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方

③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
い
る
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
警
察
か
ら
暴
力
団
員
と
認
定
さ

れ
た
方
は
、
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２
階

北
側
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
都
市
計

画
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

交
通
事
故
の
解
決
に
お
困
り
の

方
の
た
め
に
、
自
動
車
損
害
賠
償

責
任
保
険
お
よ
び
任
意
自
動
車
保

険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

徳
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー

徳
島
市
八
百
屋
町
２-

７　

朝
日

生
命
ビ
ル
７
階

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
５
２
７
９

作
業
日
時　

４
月
１
日
㈭
午
前
７

時
〜
８
時

作
業
内
容　

除
草
作
業
、
清
掃
作

業
　

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

農
機
具
等　

主
な
農
機
具
の
無
償

貸
与
（
管
理
機
、
噴
霧
器
等
）

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈬
〜
23
日

㈫市
農
林
業
振
興
課　

☎
㉒
２
２
２
８

【
申
込
書
類
】

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
添
付
書
類

○
所
得
・
課
税
証
明
書
（
家
族
で

収
入
の
あ
る
方
全
員
分
必
要
で

す
。）

○
完
納
（
納
税
）
証
明
書

※
上
記
の
ほ
か
に
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
都
市
計
画
住
宅
課　

住
宅
係

　

☎
㉒
２
２
２
５
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142010年（平成22年）3月10日

広報よしのがわ

使
用
者
も
労
働
者
も
、
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
！　

最
低
賃
金

美
郷
中
学
校
休
校
式
開
催
の
お
知
ら
せ

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

　

今
年
は
さ
く
ら
ま
つ
り
と
元
気

ま
つ
り
を
合
同
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

市
内
の
方
は
ど
な
た
で
も
受
講

で
き
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（　

）
内
は
定
員

○
よ
ち
よ
ち
ひ
ろ
ば
（
乳
幼
児
と

保
護
者
１
０
０
組
）

　

リ
ズ
ム
体
操
、
工
作
、
紙
芝
居

な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
菊
作
り
講
座
（
40
人
）

　

美
し
く
、
立
派
な
菊
の
育
て
方

を
学
習
し
ま
す
。

○
オ
カ
リ
ナ
講
座
（
30
人
）

　

澄
ん
だ
音
色
で
人
々
の
心
を
癒

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

さ
く
ら
ま
つ
り
・
元
気
ま
つ
り

平
成
22
年
度
生
涯
学
習
講
座
の

講
座
生
募
集

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

美
郷
ほ
た
る
館
だ
よ
り

下
時
治
郎
秀
臣
洋
画
展

〜
郷
愁
を
誘
う
、
絵
の
世
界
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
〜

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館　

☎
43
２
８
８
８

徳
島
県
の
最
低
賃
金　

６
３
３
円

産業別最低賃金件名 時間額
紡績、織物業 652円
造作材・合板・建築用組立
材料製造業 770円

はん用機械器具、生産用機
械器具、業務用機械器具製
造業

791円

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

746円

開
催
期
間　

４
月
10
日
㈯
〜
25
日

㈰と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分休
館
日　

毎
週
火
曜
日

入
館
料　

大
人
（
高
校
生
以
上
）

２
０
０
円
、
小
学
生
以
上
１
０
０

円

す
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
方
法
を
学

び
ま
す
。

○
阿
波
忌
部
と
地
域
の
歴
史
講
座

（
60
人
）

　

忌
部
一
族
を
は
じ
め
、
地
域
の

歴
史
や
民
話
を
勉
強
し
ま
す
。
阿

波
忌
部
の
ツ
ア
ー
も
あ
り
ま
す
。

○
日
本
画
講
座
（
20
人
）

　

初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
描
け

る
日
本
画
を
行
い
ま
す
。

○
や
さ
し
い
経
済
講
座
（
60
人
）

　

知
ら
な
け
れ
ば
損
を
す
る
身
近

な
経
済
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
引

き
続
き
証
券
会
社
の
方
か
ら
の
話

も
あ
り
ま
す
。

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

（
60
人
）

　

日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
疑
問

を
解
決
し
ま
す
。

○
健
康
講
座
（
60
人
）

　

健
康
に
関
す
る
話
、
体
操
等
を

行
い
ま
す
。

○
ヨ
ー
ガ
講
座
（
80
人
）

　

年
齢
に
関
係
な
く
無
理
な
く
始

め
ら
れ
る
運
動
で
す
。

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
レ
ッ
ス
ン
講
座

（
15
人
）

　

ト
ー
タ
ル
メ
イ
ク
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
び
ま
す
。

○
三
味
線
講
座
（
20
人
）

　

初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
習

え
ま
す
。

○
太
極
拳
講
座
（
60
人
）

　

初
心
者
で
も
気
軽
に
は
じ
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
講
座（
60
人
）

　

姿
勢
は
健
康
の
源
で
す
。

○
手
話
講
座
（
10
人
）

　

一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

○
防
災
講
座
（
60
人
）

　

地
震
・
台
風
・
大
雨
洪
水
の
安

全
管
理
と
備
え
、
応
急
手
当
て
の

勉
強
で
す
。

申
込
方
法　

鴨
島
公
民
館
事
務
室

に
て
受
け
付
け
ま
す
。

安
心
で
す
！
農
地
の
利
用
権

（
貸
し
借
り
）設
定
申
し
出
を

受
け
付
け
中
！

　

農
地
の
利
用
権
設
定
の
前
期
分

を
４
月
26
日
㈪
ま
で
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
農
地
法
の
許
可

は
不
要
で
、
貸
借
期
間
を
設
定
し

期
間
が
満
了
す
る
と
自
動
的
に
解

約
さ
れ
離
作
料
等
支
払
う
必
要
が

な
く
安
心
し
て
農
地
を
貸
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
期
間
が
満
了
す
る
貸
し

手
に
は
事
前
に
継
続
用
書
類
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
。
借
り
手
と
相

談
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市

役
所
２
階
）
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
貸
し

手
・
借
り
手
双
方
の
印
鑑
を
押
印

の
上
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
に
つ
い

て
は
、
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
で
も
受
け
付
け
し
て

お
り
ま
す
。

市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
２
２
２
７

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
４
日
㈰

○
さ
く
ら
ま
つ
り　

午
前
10
時
〜

　

ブ
ル
ー
リ
バ
ー
ズ
鼓
笛
隊
演
奏
、

か
じ
取
舟
の
遊
覧
船
、
彫
刻
展
、

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
デ
ュ
ー

ク
更
家
弟
子
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
、

着
付
け
教
室
、
阿
波
踊
り
な
ど

○
元
気
ま
つ
り　

午
後
０
時
30
分

〜
　

模
擬
店
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ロ
ビ
ー
展
示
、

は
た
ら
く
車
の
乗
り
物
な
ど

※
模
擬
店
チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
円　

（
当
日
１
０
０
円
増
し
）

　

美
郷
中
学
校
が
平
成
22
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
休
校
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

と
き　

３
月
24
日
㈬
午
後
２
時
開

式
（
受
付　

午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

美
郷
中
学
校　

体
育
館

市
教
育
総
務
課　
☎
42
４
１
１
３
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ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

と
き　

３
月
20
日
㈯
〜
22
日
㈪
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
和
室
・

ロ
ビ
ー

　

展
示
の
部

書
道
・
水
墨
画
・
陶
芸
・
篆て
ん

刻こ
く

・

生
け
花
・
短
歌
・
七
宝
焼
・
洋
画
・

藍
染
め
・
実
用
書
道
・
木
目
込
人

形
・
ね
ん
ど
工
芸
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
手
編
み
・
手
織
り
・
花
で
生

活
を
楽
し
む
・
ビ
ー
ズ
・
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン

　

発
表
の
部

と
き　

３
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

研
修
室
５

参
加
費　

１
０
０
円

内
容　
「
音
遊
び
」
ピ
ア
ノ
６
手

連
弾
・
ド
レ
ミ
の
歌
・
く
る
み
割

り
人
形
ほ
か
…
出
演
ひ
ろ
と
り
お

「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
遊
び
」
手
作

り
お
も
ち
ゃ
館
長
井
村
雄
三
先
生

　

お
知
ら
せ

　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１

階
ロ
ビ
ー
を
作
品
の
展
示
に
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

平
成
21
年
度
後
期
講
座
生
修
了

作
品
展
・
発
表
会
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
㉒
０
０
１
５

・「
パ
ン
ツ
見
せ
て
」、「
胸
触
ら

せ
て
」

・「
お
菓
子
あ
げ
る
よ
」、「
ど
っ

か
遊
び
に
い
こ
う
」

・
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ
た
男

が
、
下
校
中
の
女
児
の
後
方
を
つ

き
ま
と
う

・「
家
ど
の
辺
り
？
」
な
ど
と
声

を
か
け
な
が
ら
、
車
で
並
進
し
て

追
従

・
待
ち
伏
せ
を
し
て
、
登
下
校
中

の
児
童
の
写
真
を
撮
る

・
自
転
車
で
追
い
抜
き
ざ
ま
に
、

お
尻
や
胸
を
タ
ッ
チ
す
る

○
不
審
者
を
発
見
し
た
と
き
の
５

つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
離
れ
る　

知
ら
な
い
人
か
ら
ま

ず
離
れ
る

②
断
る　

は
っ
き
り
、
き
っ
ぱ
り

断
る

③
大
き
な
声　
「
助
け
て
」
と
大

き
な
声
で
叫
ぶ

④
逃
げ
る　

人
が
い
る
方
向
に
逃

げ
る

⑤
伝
え
る　

大
人
に
「
い
つ
、
ど

こ
で
、
何
が
あ
っ
た
の
か
」
を
す

ぐ
に
伝
え
る

○
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
帰
宅
す
る
と
き
は

・
深
夜
の
一
人
歩
き
は
避
け
ま
し

ょ
う

・
遠
回
り
で
も
、
幹
線
道
路
な
ど

「
明
る
く
」「
広
い
」
道
を
通
り
ま

し
ょ
う

・
携
帯
電
話
や
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
は
、

周
囲
の
物
音
が
聞
こ
え
な
く
な
り

危
険
で
す

②
自
宅
に
入
る
前
に

・
周
囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
、

を
開
け
ま
し
ょ

う・
家
人
が
い
る
と
思
わ
せ
る
た
め
、

「
た
だ
い
ま
〜
」
と
大
き
な
声
を

出
す
の
も
１
つ
の
手
で
す

③
お
休
み
前
に

・
戸
締
ま
り
を
確
認
す
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う

・
高
窓
な
ど
も
す
べ
て
戸
締
ま
り

し
ま
し
ょ
う

・
来
訪
者
は
、
ド
ア
ス
コ
ー
プ
で

確
認
し
、
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
を
し

た
ま
ま

を
開
け
る
な
ど
相
手
を

必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

子
ど
も
・
女
性
を
性
犯
罪
等
の
被

害
か
ら
守
る
活
動

　

吉
野
川
警
察
署
で
は
、
子
ど
も

と
女
性
を
対
象
と
す
る
性
犯
罪
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
そ
の
前

兆
と
な
る
声
か
け
や
つ
き
ま
と
い

事
案
な
ど
の
情
報
を
元
に
、
犯
人

を
摘
発
、
指
導
、
警
告
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
「
声
か
け
」、「
つ
き
ま
と
い
」

っ
て
何
？

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

※
累
計
は
平
成
21
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
12
月 0件

累
計 5件

救急出動
12
月141件

累
計1513件

〈人  権  相  談〉
３月11日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
３月16日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
３月16日㈫ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室
３月23日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂

〈行  政  相  談〉
３月11日㈭ ９：00～12：00 市役所 1階相談室
４月５日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
４月６日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
４月８日㈭ ９：00～12：00 市役所 1階相談室
４月15日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
３月19日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
４月16日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

今
月
の
保
険
料

介
護
保
険
料　
　
　

第
５
期

納
期
限 　
　

    

３
月
31
日
㈬平成22年２月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,331人　 （－ 30）
　男　　21,449人　 （－ 23）
　女　　23,882人　 （－   7）
世帯数　17,407世帯 （＋ 12）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,038人　男 5,313人　女 7,725人

375人 （＋9）
49人 （＋4）
326人 （＋5）
355世帯 （＋9）

◆３月20日㈯
着付け 午前10時～正午
民謡 午後１時～２時30分
ハワイアンダンス 午後２時30分～３時
◆３月21日㈰
茶道 午前10時～正午
太極拳 午後１時～１時30分
さくら三味線 午後３時～４時
◆３月22日㈪
大正琴 午前10時～ 11時
オカリナ 午前11時～ 11時30分
民謡三味線 午後０時30分～２時
日舞 午後２時～４時
◆開催中終日
ビデオ 午前９時～午後５時（最終日は４時）

こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
ま
つ
り

○
×
商
店
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地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

●問い合わせ　市健康推進課　　○25 6615☎

母子保健事業のお知らせ母子保健事業のお知らせ母子保健事業のお知らせ

マタニティ教室
妊娠届をもとに個人通知しています。年３回実施（日程等はお問い合わせください）

離乳食講習
股関節脱臼検診日にあわせて実施
します。（保護者のみ試食あり）　
講習時間：午後1時～1時45分

ファミリー健診
４カ月児健診時に保護者（希望
者）を対象として、簡易健診（血
圧・尿検査・随時血糖検査等）
を実施しています。

のびのび相談（予約制）
お子さまのことばや行動などに
ついて気になることがあれば個
別相談を実施していますので、
お気軽にご連絡ください。

フッ素塗布事業
（市内歯科医療機関委託）
１歳６カ月児健診対象のお子さ
まに歯の健康を守るため実施し
ています。

電話相談・乳幼児相談
保健師や管理栄養士が各種相談
をお受けします。お気軽にご相
談ください。 
 ●育児に関すること
 ●離乳食や栄養に関すること
 ●子どもの発育発達について
 ●予防接種について など

　県外での出産を予定されている方へ

妊婦および乳児一般健康
診査費の助成
里帰り出産などの理由により、県内の委託
医療機関以外で受診した場合、吉野川市
が負担する額を上限として健診費用を助
成します。詳細はお問い合わせください。

○平成22年4月から平成22年9月
　までの母子保健事業の予定です。
○各健診の実施場所は、吉野川市
　川島庁舎です。　
○都合により日程等が変更になる
　ことがあります。
○健診・予防接種の対象のお子さ
　まには個人通知します。
　なお、対象時期が近づいても通
　知が届かない場合はお問い合わ
　せください。

平成22年度
上半期

平成22年度
上半期

新生児・乳児訪問
赤ちゃんが生まれたら保健師が
お宅にお伺いして、育児・授乳
のこと、産後の身体に関する相
談・援助を実施します。ご希望
の方はお気軽にご連絡くださ
い。

4カ月児健康診査 9カ月児健康診査 1歳6カ月児健康診査4カ月児健康診査

平成22年  4月28日㈬ 平成21年 12月生まれ
   平成22年    1月生まれ

  6月  2日㈬  平成22年    2月生まれ
  7月14日㈬  3月生まれ
  8月11日㈬  4月生まれ
  9月  1日㈬  5月生まれ
受付時間：午後1時30分～1時50分

日　程 対象児

股関節脱臼検診股関節脱臼検診

平成22年 5月27日㈭  平成22年1月19日～3月27日生まれ
               7月22日㈭   　　　3月28日～5月22日生まれ
               9月16日㈭         5月23日～7月16日生まれ
  受付時間：午後1時50分～2時

日　程 対象児

9カ月児健康診査

平成22年  4月14日㈬ 平成21年 　6月生まれ
  5月19日㈬ 7月生まれ
  6月  9日㈬  8月生まれ
  7月  7日㈬  9月生まれ
  8月18日㈬   　10月生まれ
  9月  8日㈬  11月生まれ
受付時間：午後1時30分～1時50分

日　程 対象児

3歳6カ月児健康診査3歳6カ月児健康診査

予　防　接　種予　防　接　種

平成22年 4月  8日㈭ 平成18年 10月生まれ
  5月13日㈭ 11月生まれ
  6月  3日㈭  12月生まれ
  7月15日㈭  平成19年    1月生まれ
  8月  5日㈭  2月生まれ
  9月  2日㈭  3月生まれ
受付時間：午後0時40分～1時

日　程 対象児

1歳6カ月児健康診査

平成22年  4月15日㈭ 平成20年 　9月生まれ
  5月20日㈭ 10月生まれ
  6月10日㈭  11月生まれ
  7月  8日㈭ 12月生まれ
  8月19日㈭ 平成21年 　1月生まれ
  9月  9日㈭  2月生まれ
受付時間：午後1時～1時30分

日　程 対象児

 集団接種 ポリオ（小児まひ）
 　 ２回 生後3カ月以上7歳6カ月未満

 （市役所等）  　

  BCG（結核）  １回 生後3カ月以上6カ月未満
  三種混合 第Ⅰ期初回 ３回 

生後3カ月以上7歳6カ月未満
  （百日ぜき・ジフテリア・破傷風） 第Ⅰ期追加 １回
 個別接種 二種混合（ジフテリア・破傷風） 第Ⅱ期 １回 小学校6年生相当
 （医療機関）  第Ⅰ期 １回 1歳以上2歳未満
  

MR（麻疹・風疹）
 第Ⅱ期 １回 小学校就学前の1年間

   第Ⅲ期 １回 中学校1年生相当
   第Ⅳ期 １回 高等学校3年生相当
  日本脳炎

接種方法　　　　　定 期 予 防 接 種　　　　 回数　　　　  対　象　年　齢

H17年5月30日以降定期予防接種での積極的接種勧奨が中止されています。
再開時期が決まりましたら個人通知等でお知らせします。

《実施予定時期》
・6月下旬  （4日間）
・10月上旬  （4日間）
・1月下旬  （4日間）

ましん
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虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

平成22年度　がん検診のご案内
　平成22年度のがん検診は、次の日程で実施します。がん検診は、医療保険の種別にかかわらず、吉野川
市民の方で対象の方は受けることができます。
　それぞれのがん検診につき、年１回受診できますので、計画を立てて受けましょう。

　５～６月のがん集団検診を希望される方は、健康推進課（川島庁舎１階）へお申し込みください。７月以
降のがん集団検診をご希望の方は、再度広報よしのがわで申し込み時期等をご案内します。

検診項目
対象者

平成22年度（平成22年4月1日
～平成23年3月31日）に該当年
齢に達する方

※１
個人負担金 内　容

胃 が ん 検 診 40歳以上の方 900円 バリウムによるレントゲン検査
大 腸 が ん 検 診 40歳以上の方 500円 便の検査（２日法）

乳がん・甲状腺検診 40歳以上の女性で平成21年度に
受診されていない方（２年に１回） 1,300円 乳がん検診は、視触診およびマンモグラ

フィ、甲状腺検診は視触診

日　程 場　所 検診項目 申し込み
５月  ７日（金）午前 鴨 島 公 民 館

胃 が ん 検 診
大腸がん検診
乳がん・甲状腺検診

《申込受付》
３月29日（月）～各検診日の２週間前まで
（申し込みされた方に受診券をお送りします）

※胃がん検診および乳がん・甲状腺検診は、
　人数制限があります。

５月24日（月）午前 川 島 公 民 館
６月11日（金）午前 ふるさとセンター
６月17日（木）午前 アメニティセンター
６月18日（金）午前 鴨 島 公 民 館
６月19日（土）午前 市 川 島 庁 舎 乳がん・甲状腺検診

【検診日程・申し込み等】

【検診内容・個人負担金】

平成22年度 がん検診 年間実施スケジュール

◆５～６月実施のがん集団検診について◆

○…実施あり

※都合により、スケジュール等の変更になることがあります。その際は広報よしのがわ等でお知らせします。

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎　  6615○25
※１　 個人負担金：70歳以上（昭和16年３月31日以前に生まれた方）、市民税非課税世帯の方、生活保護受給者の方は、

個人負担金が免除されます。

検診の種類

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

7 24 11 17 18 19 28 4 20 21 25 26 11 22 19 17 24

金 月 金 木 金 土 水 水 金 土 水 木 土 水 火 水 水

集団検診
（公民館等
で実施）

胃がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大腸がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乳がん・甲状腺検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個別検診
（医療機関
で実施）

子宮がん検診

前立腺がん検診

巡回検診 肺がん巡回検診 　※実施時期が来ましたら広報よしのがわで
　　お知らせします。

医療機関での個別検診になります。なお実施時期等の
詳細は、再度広報よしのがわでお知らせします。

８～９月（9日間）
市内各地区巡回
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
３
月
、
４
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
３
月
30
日
㈫
、４
月
30
日
㈮
）

◆
学
読
書
会

４
月
10
日
㈯
（
龍
馬
伝
）
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
３
月
10
日
㈬
の
読
書
会
は
、
13

日
㈯
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
３
月
、
４
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
３
月
31
日
㈬
、４
月
30
日
㈮
）、

年
間
図
書
整
理
日
（
３
月
２
日
㈫

〜
12
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

３
月
13
日
㈯
、
４
月
10
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

３
月
20
日
㈯
（
ア
ニ
メ
も
も
た
ろ

う
）
午
後
２
時
か
ら
（
約
１
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
２
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
３
月
、
４
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
度
末
図
書
整

理
日
（
３
月
19
日
㈮
〜
24
日
㈬
）

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

『
ほ
か
な
ら
ぬ
人
へ
』

白
石　

一
文　

著

『
廃
墟
に
乞
う
』

佐
々
木　

譲　

著

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
３
月
、４
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
読
み
た
い
本

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の

予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室

で
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新型インフルエンザ予防接種費用の助成の手続きはお済みですか？

　吉野川市民の方で、次の対象の方には、新型インフルエンザワクチンの予防接種費用を助成します。
　詳しくは、広報よしのがわ12月号（vol.63）の5ページ、２月号（vol.65）24ページをご覧ください。

●問い合わせ　市健康推進課　☎　  6615○25

◆接種費用助成対象となる方
　１．生活保護世帯・市民税非課税世帯の方（ただし、１歳未満の乳児を除く）
　　※ 広報よしのがわ12月号および2月号で助成対象範囲等をご案内しましたが、このたび助成対象範囲が拡充さ

れ、生活保護世帯および市民税非課税世帯の19～64歳の健康成人の方も対象となりました。ただし、償還払
い（いったん医療機関窓口で接種費用をお支払いいただいた後、申請後に払い戻し）のみでの助成となります。

　２．課税世帯の方のうち
　　　１）妊婦および１歳から中学生の子ども　→　１回目の予防接種費用を助成
　　　２）１歳から小学校３年生までの子ども　→　２回目の予防接種費用についても助成

◆助成費用
　１回目の接種　3,600円まで　　　２回目の接種　2,550円まで
　　※ １回目と２回目の接種医療機関が異なった場合、２回目の接種時に自己負担（1,050円）が必要です。

◆申請期間　　３月31日（水）まで

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
あ
る
と
き
脳
は
羽
ば
た
く
』

茂
木
健
一
郎　

著

『
カ
ー
ル
じ
い
さ
ん
の
空
飛
ぶ
家
』          

赤
坂
行
雄　

著
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みんなで支えよう　～介護保険～
第３回　介護サービスと保険料

　介護保険のサービス費用は税金や40歳以上の方に納
めていただく保険料でまかなわれています。サービス
費用の増加は保険料の増加につながります。
　適切なサービスの利用をしましょう。

　

40
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
介

護
保
険
料
は
、
税
金
と
と
も
に
、
介
護

保
険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

と
な
り
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
（
第
２
号
被
保

険
者
）
の
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
算
定
方
式
に
よ
り
決
ま
り

ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
市
町
村

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
ま
か
な
え

る
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を

も
と
に
本
人
の
収
入
や
所
得
、
世
帯
の

課
税
状
況
で
決
ま
り
ま
す
。
介
護
保
険

料
は
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
見
直
し
の
年
に
あ
た
り

ま
し
た
。　
　
　
　

 

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
！

　

保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
未
納

期
間
に
応
じ
て
給
付
が
一
時
差
し
止
め

に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か

ら
３
割
に
な
っ
た
り
す
る
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

○
１
年
間
滞
納
し
た
場
合

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
、
い
っ

た
ん
利
用
料
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

○
１
年
６
カ
月
滞
納
し
た
場
合

　

市
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
は
ず
の
給
付

費
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
、
一
時
的
に

差
し
止
め
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。
な
お
滞
納
が
続
く
場
合
は
差
し
止

め
ら
れ
た
額
か
ら
、
保
険
料
が
差
し
引

か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　

介
護
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
、

本
来
１
割
で
あ
る
利
用
者
負
担
が
３
割

に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
人
を
み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
す
。

医
療
保
険
同
様
、
利
用
し
な
い
か
ら
と

い
っ
て
保
険
料
を
お
返
し
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎　  6626○25

必要な時に申請をしましょう

自分が「してほしい」事だけ
にとらわれず必要なサービス
を利用しましょう。

　要支援・要介護の認定には有効期限が
あり、期間をすぎても引き続き介護サー
ビスを利用したい方は、更新手続きが必
要です。
　しかし、介護サービスを利用する予定
のない方は更新手続きをしないで、今後
必要になった時点で申請することができ
ます。
　１回の認定には約12,000円の費用が
かかり、すべて税金でまかなわれています。
　利用される方の環境や身体の状態にあ
ったサービスが適切に受けられるよう、
必要時の申請にご協力をお願いします。

　介護サービスを利用されている方が事
業者や施設に支払っているのは利用料の
１割です。残り９割は市（保険料や税金）
から支払われています。
　介護保険のサービスは、介護を必要と
するようになっても、自立した生活を送
ることができるように、必要なサービス
を提供する制度です。自分がして欲しい
ことすべてが介護保険のサービスでかな
えられるわけではありません。
　「便利だからしてほしい」ではなく、自
分でできることは自分でしましょう。
　みなさんの大切な保険料や税金でまか
なわれている制度です。大事に利用しま
しょう。

社
会
全
体
で

　

介
護
保
険
を
支
え
て
い
ま
す
。



202010年（平成22年）3月10日

広報よしのがわ

3　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
10 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

栄養のお話（ビタミン）
12 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操
16 火 9：30～10：30 宮前公民館 鴨　島 口腔（こうくう）ケア
17 水 9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 口 腔 ケ ア
18 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
19 金 13：30～14：30 飯尾会館 鴨　島
23 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 栄養のお話（ビタミン）
24 水 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 栄養のお話（ビタミン）

25 木
9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島
9：30～10：30 牛島地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 楽 し い 脳 体 操

26 金 9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 栄養のお話（ビタミン）

29 月 13：30～14：30 敷地老人憩の家 鴨　島 楽 し い 脳 体 操

4　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
5 月 13：30～14：30 山川公民館 山　川

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

口 腔 ケ ア
13：30～14：30 瀬詰老人会館 山　川 介 護 予 防 体 操

6 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島 口 腔 ケ ア
7 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 上浦地区公民館 鴨　島 口 腔 ケ ア
12 月 9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 立石公会堂 川　島 口 腔 ケ ア
13 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島 口 腔 ケ ア

13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）
14 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島 楽 し い 脳 体 操

13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 口 腔 ケ ア
15 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
16 金 13：30～14：30 飯尾会館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操

3月・4月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

の
副
作
用
も
あ
る
の
で
、

使
用
中
は
眼
圧
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
定
期
的
な
診

察
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ス
ギ
花
粉
症
の
よ

う
に
あ
ら
か
じ
め
発
症
時
期

が
予
想
可
能
な
場
合
に
は
、

花
粉
飛
散
が
ピ
ー
ク
に
な
る

前
に
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
点
眼

を
開
始
す
る
初
期
療
法
が
有

効
で
す
。

　

花
粉
飛
散
開
始
時
期
の
約

２
週
間
前
か
ら
点
眼
を
開
始

す
る
こ
と
に
よ
り
、
症
状
改

善
や
発
症
抑
制
も
可
能
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
粉
症
は
確
か
に
つ
ら
い

も
の
で
す
が
、
早
め
に
診
断

を
受
け
、
適
切
な
治
療
と
予

防
で
上
手
に
乗
り
切
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

花
粉
症
と
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
な
ど
植
物
の
花
粉
が
原
因

と
な
っ
て
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ

ー
性
の
病
気
の
こ
と
で
す
。

花
粉
症
の
患
者
さ
ん
は
全
国

で
１
０
０
０
万
人
以
上
も
い

る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
特

に
こ
こ
最
近
の
増
加
傾
向
は

著
し
く
、
今
後
も
増
加
し
続

け
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
異
物
を

撃
退
す
る
体
の
防
御
反
応
が

過
剰
に
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
、
主
な
症
状
に
は
鼻
炎

と
結
膜
炎
が
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の

自
覚
症
状
は
、
目
の
か
ゆ
み
、

異
物
感
、
充
血
、
涙
が
出
る

な
ど
で
す
。
治
療
と
し
て
は
、

ま
ず
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼

薬
を
用
い
、
重
症
例
で
は
ス

テ
ロ
イ
ド
点
眼
薬
を
併
用
し

ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
点
眼
薬

は
強
い
抗
炎
症
作
用
や
即
効

的
な
性
質
も
十
分
あ
り
ま
す

が
、
眼
圧
上
昇
（
ス
テ
ロ
イ

ド
緑
内
障
）
や
感
染
な
ど

麻
植
協
同
病
院

眼
科
医
師　

木
下　

導
代

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
⑥
』

『
花
粉
症
と
眼
に
つ
い
て
』
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●問い合わせ　川島税務署（川島町宮島747－2）　☎　  2211○25

　平成21年分の個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告は、平成22年3月31日（水）
が申告・納付の期限となっています。
　確定申告は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。
　「確定申告書等作成コーナー」は、画面の案内に従って、金額等を入力すれば、税額などが自動
計算され、消費税等や所得税の確定申告書などを作成できる便利なシステムです。
　また、作成したデータを利用して、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」で送信するこ
とができますので、申告書の作成には、ぜひ、「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。
　なお、税務署の申告相談会場は、期限間近になりますと大変混雑し、長時間お待ちいただくこと
があります。申告書はできるだけご自分で作成し、お早めに提出してください。申告書は郵便や信
書便による送付でも提出することができます。

　確定申告による消費税および地方消費税の納期限および振替納付日は、次のとおりです。
　○納付書または電子納税により納付する場合・・・平成22年３月31日（水）
　○振替納税を利用する場合・・・・・・・・・・・平成22年４月27日（火）
　納付書により納付する場合には、納期限までに金銭に納付書を添えて、お近くの金融機関（日本
銀行歳入代理店）または住所地等の所轄の税務署の納税窓口で納付していただく必要があります。
　また、e-Taxを利用すれば自宅や事務所などからインターネット等を利用して電子納税すること
ができます。
　その他、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を提出していただくだけで、
ご指定の預貯金口座から振替納付日に自動的に納税が行われます。納税のために金融機関または税
務署に出向く必要もなく、預貯金残高を確認しておくだけで納付手続きを済ますことのできる、大
変便利で確実な納付方法ですので、ぜひご利用ください。

税に関する情報は国税庁ホームページで　http://www.nta.go.jp

※電話による一般的な相談は電話相談センターで承ります。

個人事業者の方の消費税および地方消費税の確定申告について

納付期限と振替納税の利用について

税務署からのお知らせ

e－Tax（国税電子申告・納税システム）とは！
　ご自宅等のパソコンからインターネットを利用して、申告、
納税、法定調書、各種申請・届出等をデータ送信できる便利
なサービスです。
　また、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
で作成したデータは、そのまま電子申告することができます。 
　詳しくは e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）で
ご確認ください。
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さ
く
ら　
（
高
校
を
受
験
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

　

満
開
の
桜
の
こ
ろ
か
ら
、
と
も

に
過
ご
し
て
き
た
今
の
学
年
も
、

一
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
今
、
一
年
前
の
自
分
と
現

在
の
自
分
を
比
べ
て
み
る
と
、
心

も
体
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
成
長

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ

う
。

　

４
月
か
ら
、
さ
ら
に
新
し
い
階

段
を
上
が
る
み
な
さ
ん
、
卒
業
・

進
級
を
心
か
ら
お
祝
い
し
ま
す
。

〜
大
人
か
ら
子
ど
も
に

　
　
　
　
　
　

教
え
た
い
こ
と
〜

◆
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ

　

世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
命
の

大
切
さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

◆
善
悪
の
区
別

　
「
悪
い
こ
と
」
を
す
れ
ば
し
か

り
、「
善
い
こ
と
」
を
す
れ
ば
ほ

め
る
。
自
分
で
善
悪
の
区
別
が
で

き
る
よ
う
に
し
、
自
立
心
を
育
て

ま
し
ょ
う
。

◆
耐
え
る
心

　

子
ど
も
が
欲
し
が
る
物
を
何
で

も
与
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
欲
し
い

物
が
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、

我
慢
で
き
な
い
子
ど
も
は
、
安
易

に
人
の
物
を
盗
む
な
ど
、
間
違
っ

た
方
法
を
選
び
が
ち
で
す
。

◆
思
い
や
り
の
心

　

人
を
傷
つ
け
な
い
、
人
を
思
い

や
る
優
し
い
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
の
役
割

　
「
お
ま
え
が
甘
い
か
ら
だ
！
」

「
あ
な
た
が
悪
い
か
ら
よ
！
」
と

家
族
が
不
和
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
を
非
行
か
ら
救
え
る

の
は
家
族
で
す
。
家
庭
を
い
こ
い

の
場
や
安
ら
ぎ
の
場
に
し
て
く
だ

さ
い
。

山
川
中
学
校　

川
真
田　

晋
也

さ
く
ら
は　

一
年
に
一
度
咲
く

そ
の
一
回
の
た
め
に
毎
日
が
ん
ば
る

さ
く
ら
は
春　

一
番
か
が
や
く

そ
の
か
が
や
き
の
た
め
に
毎
日
が
ん
ば
る

散
っ
て
も
ま
た
来
年
の
た
め
に
が
ん
ば
る

そ
れ
は
人
の
た
め
じ
ゃ
な
く

自
分
の
た
め
に
が
ん
ば
る

　
さ
く
ら

そ
れ
は
春　

一
番
か
が
や
く

卒
業
・
進
級
を
む
か
え
る

　
　
　
　
　

み
な
さ
ん
へ

国
民
年
金
だ
よ
り

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

は
１
万
５
１
０
０
円
で
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

納
付（
変
更
）申
出
書
」
に
よ
り
、

金
融
機
関
、
ま
た
は
徳
島
北
年
金

事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申
し

込
み
『
下
期
６
カ
月
分
（
10
月
分

〜
翌
年
３
月
分
）』
の
締
め
切
り

日
は
８
月
末
で
す
。

★
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ

て
い
る
方
（
引
き
続
き
国
民
年
金

被
保
険
者
で
あ
る
方
）
は
、
毎
年

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

納
付
す
る
場
所

　

４
月
に
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年

金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
を
使
用

し
て
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
不

可
）
な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。

★
６
カ
月
分
・
１
年
度
分
以
外
で

も
、
現
金
に
よ
り
ご
希
望
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
前
納
も
可
能
で

す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

平成22年度
1カ月分 6カ月分 1年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付
（納付書での現金納付
および翌月末振替の
口座振替)

15,100円 － 90,600円 － 181,200円 －

毎月納付【早割】
（当月末振替の口座振替） 15,050円 50円 90,300円 300円 180,600円 600円

6カ月前納（現金納付） － － 89,860円 740円 179,720円 1,480円

6カ月前納（口座振替） － － 89,570円 1,030円 179,140円 2,060円

1年前納（現金納付） － － － － 177,980円 3,220円

1年前納（口座振替） － － － － 177,400円 3,800円

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

子
ど
も
た
ち
を
非
行
か
ら

　
　
　
　
　

守
る
た
め
に
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●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 ３月 ４月
三木リハビリテーション病院 42－6616 10 ㉕
岡田医院（川島）25－3566 11
糸田川クリニック 24－7555 12 ㉙
梶本胃腸科内科 24－2413 13
石原内科循環器科 24－2536 ⑭ 17
和田耳鼻咽喉科 24－2566 15
石 原 小 児 科 24－2388 16
糸 田 川 眼 科 24－2531 17
古本内科クリニック 24－7377 18
後 藤 田 外 科 24－2720 19 19
美 摩 病 院 24－2957 20 20
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 ㉑
森 住 内 科 医 院 22－3010 ㉒
松 永 医 院 42－2110 23 26
渡 辺 医 院 24－7177 24 21

医　院　名 電話番号 ３月 ４月
四 宮 医 院 25－2016 25 22
杉 山 医 院 25－2802 26 24
矢 田 医 院 25－2006 27 23
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 ㉘
木村内科胃腸科 24－6413 29 27
谷 医 院 42－2353 30 28
鈴木内科（敷地）24－5880 31 30
島 野 外 科 内 科 25－3060 1
鈴木内科（喜来）24－3413 2
岸 整 形 外 科 25－3133 3
麻名内科外科クリニック 26－0020 ④
鴨 島 病 院 24－6565 5
富 本 医 院 42－3123 6
工 藤 内 科 医 院 42－3113 7
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 8

医　院　名 電話番号 ３月 ４月
高橋皮膚科クリニック 24－5122 9
阿 部 整 形 外 科 24－4880 10
さ く ら 診 療 所 42－5520 ⑪
杏 和 医 院 22－0333 12
中西内科クリニック 42－6755 13
井 内 内 科 24－3070 14
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 15
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 16
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 ⑱

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

３・４月

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院　　　　      ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）    ☎365151

吉野川市ホームページ、広報よしのがわに広告を掲載しませんか？吉野川市ホームページ、広報よしのがわに広告を掲載しませんか？吉野川市ホームページ、広報よしのがわに広告を掲載しませんか？
　吉野川市では、新たな財源を確保し、また地域経済の活性化を図るため、
市のホームページ、広報誌に広告の掲載を行っています。

「広報よしのがわ」裏表紙（カラー）に
有料広告を掲載します。
　広報誌は、毎月1回発行し、市内の全世帯、
約18,000部配布しており、大きな宣伝効果が期
待されます。
　●規格・掲載料　
　　１号広告　縦  50㎜×横  82㎜　10,000円
　　２号広告　縦  50㎜×横167㎜　20,000円
　　３号広告　縦101㎜×横  82㎜　20,000円
　　４号広告　縦101㎜×横167㎜　40,000円

●詳しくは、ホームページをご覧になるか、お問い合わせください●

問い合わせ　市企画財政課  ☎○22 2221　市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

※広告は、３カ月以上継続して掲載する場合は10パーセント
相当額を、６カ月継続して掲載する場合は20パーセント相
当額を、それぞれの月額料金から割引します。

「市ホームページ」トップページに
バナー広告を掲載します。
　市ホームページの、月平均閲覧数 約15,000件
　●掲載料　月額1枠あたり1万円（税込み）　
　●規　格　縦50×横180ピクセル　
　　　　　　GIF（アニメーション不可）
　　　　　　JPEGまたはＰNG

よしのが
わ




